
（別紙３）

～ 2026年　6月　30日

（対象者数） 20 （回答者数）
14

～ 2026年　6月　30日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

地域の企業や福祉事業所との連携を強化し、見学や体験の機

会を増やしていきます。

2

公共交通機関の利用や地域での活動を取り入れ、社会経験の

幅を広げていきます。家庭と連携し、事業所で身に付けた力

を家庭生活でも活かせるよう支援していきます。

3

自己表現やコミュニケーション能力を育む活動を充実させて

いきます。保護者や学校関係機関との連携を強化し、今後も

利用者が安心して過ごせる環境を作っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者のニーズに合わせた参加しやすい方法を検討してい

く。日常・活動の様子を写真等、連絡帳で記載し事業所での

様子を積極的に伝えていく。

2

地域行事やイベントへの参加機会を増やしていく。ボラン

ティア活動や地域貢献活動など、地域とのかかわりを持てる

活動を検討しつながりを育む機会を設けていく。

3

活動内容に応じたグループ分けや空間の使い方を工夫してい

く。安全かつ快適に過ごせる環境設備について継続的に検討

していく。

施設見学等を通して進路や就労を見据えた自立支援を行ってい

る。

月に一回は施設見学へ行き、現場の様子や事業所の雰囲気を体

験し働くイメージを持てる機会を設けています。見学後には、

振り返りを行い自分の感じたことや将来の目標について考える

機会を作っています。日常生活活動では、社会人として必要な

挨拶やマナーエチケットについての活動に取り組み日々伝えて

います。

日常生活に必要な力を身に付けるための自立支援活動を行って

いる。

休日・祝日・長期休み時には、昼食作り活動に取り組んでいま

す。調理だけでなく買い物や衛生管理、役割分担も経験できる

よう支援しています。お金の計算や時間管理、整理整頓などを

活動に取り入れ、日常生活で活用できる力の取得を目指してい

ます。

利用者が安心して相談できる環境づくりを大切にしている。 日々の会話を大切にし、利用者が気軽に話せる関係づくり・一

人一人の状況や気持ちに寄り添った支援を心掛けています。困

り事や不安がある際には一緒に解決方法を考え、安心して過ご

せるよう支援しています。

保護者同士が交流する機会が少ない。 保護者の就労状況や生活スタイルの違いにより、全員が参加で

きる日程調整が難しい。父母会や交流イベントの開催機会が少

ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

中高生の利用が多く、活動スペースが狭く感じられることがあ

る。

中高生の利用が多く、身体の成長に伴い活動時に十分なスペー

スを確保しにくい。活動内容によっては利用者同士の距離が近

くなりやすい。

地域との交流が少ない。 地域との交流機会や連携先が限られている。利用者の移住地域

がそれぞれ異なるため、地域行事や地域活動への参加機会を設

定することが難しい。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
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